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1. はじめに

ADEOS 衛星に搭載された ILAS (改良型大気周縁赤

外分光計)は、1996年 11月から 1997年 6月までの約

8ヶ月間にわたり、成層圏大気微量成分とエアロゾルの

観測を行なった。本講演では、ILAS の 0.78�mエアロ

ゾル消散係数データ等を用いて、1997年冬季北極域で

観測された PSCs (Polar Stratospheric Clouds) の組成

について解析した結果を報告する。

2. PSCs 判定方法

データを極渦内、外に分け (Nash et al. [1996]によ

る)、それぞれ気温が 200K以上である領域の全エアロゾ

ル消散係数データの平均値 (ave) と標準偏差 (sgm) を

10日ごと、高度ごとに計算した。ave をバックグラウ

ンド値として、ave と sgm を指標とした消散係数の頻

度分布を描き、それをもとに検討を重ねた結果、閾値を

ave+5sgmと設定することとした。その上で、消散係数

が閾値以上のデータを「PSC イベント」と判定した。

3. PSCs 理論曲線との比較

熱力学モデルをもとにした Carslawの分析式 [Carslaw

et al., 1995] を援用して、PSCs の組成を STS (super-

cooled ternary solution)と仮定した時に理論的に期待さ

れる粒子体積および粒子に取り込まれた後に気相中に残

存する硝酸割合を計算し、ILAS のエアロゾル消散係数

データ、硝酸データと比較した。粒径分布を仮定し、気

温依存の複素屈折率を用い、Mie散乱理論をあてはめて、

粒子体積を 0.78�mエアロゾル消散係数に変換している。

計算に必要な硝酸混合比、水蒸気混合比は ILASデータ

を用い、大気中の硫酸量は ILASデータから推定した値

を用いた。また、Hanson and Mauersberger [1988]の実

験値の近似式を用いて、ある温度・水蒸気圧下で NAT

(nitric acid trihydrate) と平衡状態となるときの硝酸蒸

気圧を計算し、ILAS の硝酸データと比較した。

STS理論曲線、NAT 理論曲線との比較の結果、STS、

NAT の存在を示唆するイベントが見られた。

4. PSCs 粒子の気温履歴

PSCs の組成に関しては、観測時の気温だけでなく、

粒子が経験した気温履歴も重要であるとされているの

で、すべての「PSC イベント」の気温履歴を計算し、そ

れぞれの気温履歴に見られる特徴を解析した。それらの

特徴を、Tabazadeh et al. [1995]、Lansen et al. [1997]、

Santee et al. [1998]らと比較して、粒子の組成を推定し

た。気温履歴を詳細に調べた結果、理論的に液相粒子が

形成されると考えられる気温履歴を持つイベント、理論

的に固相粒子が形成されると考えられる気温履歴を持つ

イベントが存在していることがわかった。また、その結

果が、先の理論曲線から得られた結果と矛盾していない

ことがわかった。
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(上)エアロゾル消散係数の散布図 (下)硝酸の散布図

1 月中旬、高度 24km。横軸は観測地点での気温 (UKMOに

よる)と計算した NAT 飽和温度との差。実線は STS 理論曲

線、破線は NAT 理論曲線を示している。黒丸は判定された

PSC イベントを表している。


